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A record of an adult of Colias palaeno (Linnaeus) at Mt. Norikura (3,026 m) 
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Abstract An adult male of Colias palaeno (Linnaeus) was recorded at Gonoike on Mt. Norikura 
(altitude 3026m) on 5 August 2009. It was observed flying over sunny alpine grassland around the 
pond of Gonoike. It seemed likely that the individual had flown from another area because the food 
plant was not found in the area. The individual showed features of subspecies sugitanii Esaki with 
roundness in the wing apex and a narrow black belt on the outside edge etc. 


Key words Colias palaeno, Mt. Norikura, pond of Gonoike, sugitanii Esaki. 














岐阜 県 に は , 北部 の 飛騨 地方 に 3.000 m 級 の 山岳 が 連なる . FERC (3,026 m) は , その 南 に 位置 する 御 獲 
山 (3,067 m) と と も に , HEH, 槍ヶ岳 な ど を 含む 北ア ルプ ス か ら は 隔離 し て 代え る 山塊 で あぁ る. 乗鞍 
eld, 北ア ルプ ス に 合 め られ 南限 の 山 と され る が , その 北 に 位置 する 焼岳 (2,455 m) と は , 国道 158 号 
線 (安房 峠 1.790 m) で 分 断 さ れる (Fig. 1). FORM BILE A BH Oa Ni ス と は , や や 異 
な る 傾向 に ある . 御 嫌 山 に は , オ ンタ ケ ク ロ ヨ トウ Apamea ontakensis Sugi が , 乗鞍 后 に は タカ ネモ ン 
ヤ ガ Xestia yoc ん ez tundrana (Bang-Haas), クモ マウ スグ ロマ ヤ ガ が Euxoa ochrogaster (Staudinger) な 
ど が 生息 し , 乗鞍 岳 以 外 の 北ア ルプ ス に 見 られ る タカ ネ キ マダ ラ セ セ リ Carterocephalus sylvicola (Mei- 
gen), タ カネ ヒ カ ゲ Oeneis norna (Thunberg), © ホッ キョ クモ ンマ ヤ ガ Agrotis ruta Eversmann な ど が 見 つか 
っ て いな い . 




































































高山 蝶 の 1 種 ミ ヤマ モン キチ ナチ ョ ウ Colias palaeno (Linnaeus) ORN CORTS Z, 古く は 1924 年 8 月 1 
日 の 1 その 採集 記録 が あり (河田 , 1930), その 64 年 後 の 1988 年 8 月 に 長野 県 側 の 冷泉 小屋 の 辺り で 1 
が 撮影 され て いる (清水 , 1990). 





















































を 者 等 は 環境 省 許可 ( 環 中 地 松 許 第 090703001 号 ) に 基づい て 乗鞍 后 で の 鱗 次 目 昆虫 の 生息 調査 を 実 
MLR ELA, 次 の よう に 本 種 を 採集 し た の で , 乗鞍 后 で の 継続 的 な 生息 を 裏付け る 記録 の 一 つと し 
て 標本 写真 を 付け て 報告 する . 


これ まで 岐阜 県 で は , 飛騨 市 神岡 町 の 北 ノ 俣 后 か ら 寺 地 山 に か け て の 区 域 (大 沢 ほ か , 1982: 西谷 , 
1994; 西田 2003), ETERRA IEA (中 村 , 1994), 高山 市 上 宝町 抜 戸 岳 (西田 、2003) で 採集 や 確 
認 記録 が ある . 最近 乗鞍岳 の 北 に 位置 する 焼岳 か ら 数 多く の 個体 が 見 つか っ て いる と いう . 岐阜 県 側 
で の 報告 は な いよ うだ が, 今後, 岐阜 県 側 に お いて も 調査 を 行う 必要 が ある . 


Colias palaeno (Linnaeus) ミヤ マモ ン キ チョ ウ 
LS We RUS LUT AE JI See A WEE, 2009 年 8 月 $ A (Fig. 2) 


この 個体 は 採集 時 , 日 当たり の 良い 草原 の 上 を 活発 に 飛 逆 し て いた . 周囲 に 食 草 の クロ マメ ノ キ の 群 
落 は 見 られ ず , また , 個体 数 の 多い 時 期 に も か か わら ず 他 に 飛翔 する 個体 が 全く 見 られ な か っ た こと 
か ら , この 五 ノ 池 周辺 は 発生 地 で は な く , 他 か ら 飛 来 し た も の と 思わ れ た . 冷泉 小屋 の ある 長野 県 側 の 
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Fig. 2. The male of Colias palaeno (Linnaeus) on 
Mt. Norikura on 5 August 2009. 





Fig. 1. The map around Mt. Norikura with the recorded points of 
Colias palaeno (Linnaeus). D Mt. Terachi © Mt. Kitanomata 
③ Mt. Nukido © Migimata Valley © Mt. Norikura. 








位 ヶ 原 は , 今回 の 採集 地点 と は 県 境 を は さん で 近い 距離 に ある の で , この 辺り で 発生 し た も の か る 知 
れ な い . この 個体 は , 素 頂 が 丸 味 を 帯び 外縁 の 黒 帯 が 狭い こと な ど , 飛騨 山脈 亜 種 sugitanii Esaki の 特 
微 を 示し , 開 張 47 mm, 前 次 長 26 mm で ある . 


今回 の 乗鞍 后 を 含め , 岐阜 県 内 で の 記録 地 を 示す と Fig 1 の よう に な る . この 図 か ら 乗 鞍 后 が 南 に 離 
れ た 記録 地 で ある こと が 分 か る 


本 調査 は , 岐阜 県 レッ ド デ ー タ ブッ ク の 改訂 に 際 し , 高山 性 鏡 交 目 昆虫 の 生息 状況 を 調べ る 目的 で 実 
施さ れ た も の で ある . 環境 省 許 可 , 入 林 許 可 , 車両 進入 許可 な どの 取得 手配 を ( は じ め . 調査 活動 に 便宜 


を は か っ て いた だ いた 岐阜 県 環境 生活 部 地球 環境 課 の 担当 諸氏 と 文献 や 情報 等 を 提供 いた だ いた 高 
山 市 在住 の 鈴木 俊文 氏 , 榎 信 好 氏 , 土岐 市 在住 の 土 本 桂 氏 に お 礼 申 し 上 げ る . 


な お , ここ に 掲載 し た 分 布 図 は “岐阜 県 3 次 メッ シュ 分 布 図 作成 プ ログ ラム ” を 利用 し た . この プロ グ 
ラム の 作成 者 で あり , 使用 法 に つい て お 教え いた だ いた 岐阜 市 在住 の 潜 橋 数 浩 氏 に お 礼 申 し 上 げ る . 


oy 











































































































引用 文献 


河田 党 ,1930. ミ ヤマ モン キチ ョ ウ の 新 産地 FRE). Zephyrus 2 (1): 45. 

中 村 英 夫 , 1994. 新穂 高 右 俣 低 標高 地 か ら ミ ヤマ モン キチ ョ ウ を 記録 . だ ん だ らち ょ う 37: 7. 

西田 眞 也 , 2003. 岐阜 県 の 蝶 . 73pp. AFI. 

西谷 輝 行 , 1994、 神岡 町 寺地 山 鏡池 平 に て ミヤ マモ ン キ チョ ウ ゃ \ を 観察 . だ ん だ らち ょ う 37: 6. 

大 沢 朗 ほ か , 1982. BRR, RSD, 岐阜 県 産 昆虫 目録 , 岐阜 県 の 昆虫 : 255-327. 277 pp. 岐阜 県 環境 
部 環境 保全 課 . 












































NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 





HURT CSV EY EF a eae 107 





清水 建 美 , 1990. 乗鞍 の 自然 , 172 pp. 信濃 毎日 新聞 社 . 


Summary 


An adult male of Colias palaeno (Linnaeus) was recorded at Gonoike on Mt. Norikura (altitude 3,026 m) on 5 
August 2009. Mt. Norikura is isolated from other Alpine mountains. There therefore tends to be some difference 
in the distribution of Alpine lepidoptera there. There were two old records of Colias palaeno females in Nagano 
Prefecture of Mt. Norikura. It seems that the record from Mt. Norikura is valuable for the study of the distribu- 
tion of Alpine species. 


The insect was observed flying over sunny alpine grassland around the pond of Gonoike. It seemed that the in- 
dividual had flown in from another area because the food plant was not found in the area. The individual showed 
features of subspecies sugitanii Esaki with roundness in the wing apex and a narrow black belt on the outside 
edge. 


This insect is 47 mm in alar expanse, and 26 mm in forewing length. 
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